


































































































































()14  総括報告書・前出注⑺ 49頁以下（図表23‒1～23‒8）。





















()15  総括報告書・前出注⑺ 17頁。
()16  ここで用いた表示方法については，小島・前掲注⒀ 78頁以下を参照。
()17  図2‒1～図2‒8は，総括報告書・前出注⑺ 49頁以下（図表23‒1～23‒8）に掲載さ
れたデータにより作成。





































































































































































()20  総括報告書・前出注⑺ 17頁。
()21  総括報告書・前出注⑺ 17頁。




















































―  17  ―










―  19  ―
（図3‒1　続き）
図3‒2　覚せい剤取締法違反 刑期区分人員割合推移







































―  22  ―
裁判員裁判における量刑傾向の特徴


































―  25  ―






































―  28  ―
裁判員裁判における量刑傾向の特徴




















































―  33  ―










































































































































































































95.6, 94.8, 95.3, 96.8, 95.5, 95.3, 93.3, 95.9, 93.1, 91.2, 89.4, 91.7, 90.5, 91.2, 91.2, 89.9, 92.3, 





























































降順に，76.8, 79.3, 78.5, 80.6, 77.1, 79.9, 81.0, 76.9, 74.4, 73.5, 77.3, 78.0, 77.6, 77.2, 82.0, 
79.7, 83.5, 85.2, 83.0と続き，令和元年が86.3％である（検察統計年報・前掲注()41より）。


























以降順に，52.9, 54.6, 52.8, 59.2, 54.3, 52.4, 57.9, 55.5, 52.6, 44.8, 45.3, 51.9, 46.7, 43.1, 44.5, 
46.3, 43.4, 40.7, 43.6と続き，令和元年が45.3％である（検察統計年報・前掲注()41より）。










































()48  司法制度改革審議会意見書・前掲注⑴ 103頁。





















































































―  55  ―
